
黒色／黄色
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黒色／黄色
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RCA端子（オス）
ケーブル

黒色／黄色
使用しません

オーディオ機器の接続
本製品には、レコードやMDプレーヤー、ラジカセなど音声出力端子を搭載した
オーディオ機器を接続することができます。
オーディオ機器との接続は、2種類の方法があります。

ソフトウェアインストール時に「デスクトップにショートカットを作成する」に印をつ
けた場合、デスクトップにアイコンが表示されます。
ソフトウェアを起動する場合は、このアイコンをダブルクリックするか、スタートメ
ニューから［ Pod Sound Ripper ］を選択します。

左のメインメニューから［ 外部機器からの録音 ］を選択して、
［ キャプチャデバイス／ソース ］からパソコンへの3.5mmステレオミニプラグの
接続先（「ライン入力」もしくは「マイク」）を選択します。

［ ファイル形式 ］をクリックして、録音データの保存形式を選択してください。
「iPodで聴く場合にはMP3ファイル」を選択します。

［ ビットレート ］をクリックして、録音データのビットレートを選択してください。

オーディオ機器を本製品に接続します。

オーディオ機器の音声出力端子を本
製品のRCA端子に接続します。
その際、必要に応じて「RCA端子（オ
ス）ケーブル」をご用意ください。

ラジカセなどのイヤフォン端子と接続する場合は、本
製品同梱の「オーディオL/R（RCA）⇔3.5mmステレオ
ミニプラグ変換ケーブル」をご利用ください。

本書では、本製品付属の音声編集ソフト『PodSoundRipper LE』を使用した音声の録音と『PodSoundRipper LE』の主な使い方を紹介します。

■RCA端子で接続する場合

■オーディオL/R（RCA）⇔
    3.5mmステレオミニプラグ
    変換ケーブルで接続する場合

パソコンの起動後、本製品のUSBコネクタを、パソコンのUSBポートに接続します。

音声の録音 ～iTunesに音声データを取り込む～

ファイル名を設定

しない場合、「新規

ファイル.mp3」の名前で保

存されます。

保存先のハードディスクの

空き容量には十分注意し

て設定してください。

ビットレートの値を

大きく設定すると、

作成するデータの量が大

きくなります。本ソフトの標

準設定値は192kbits/sで

す。尚、WAV形式で録音す

る場合は、ビットレートの設

定はできません。

オーディオ機器で音声を再生します。

録音する箇所で、［ 開始 ］をクリックしてください。
音声の録音を開始します。

ファイル名は必ず

確認しましょう。

再生スタート！

録音スタート！

録音ストップ！

PCA-AVCU
USB2.0 ビデオ・オーディオキャプチャユニット

『フォノイコライザー機能』が無い
レコードプレーヤーでは、左記接続方
法では正常な音での再生ができませ
ん。既存の「フォノイコライザー内蔵
アンプ」を経由し本製品と接続してく
ださい。
詳しい情報は当社 HP の FAQ にてご
案内しております。

「Pod Sound Ripper」を使用してiTunesに音声を取り込む場合は、ご利用のに
なるパソコンに、あらかじめiTunesがインストールされていることを確認してくだ
さい。

iTunesの操作方法や設定方法については、iTunesのヘルプを参照してください。

イヤフォン
（LINE-OUT）

本書をお読みいただく前に
本製品に付属している『Pod Sound Ripper  LE』は、一部の機能のみ利用できる機能限定版のソフトウェアです。

製品版とは異なり「ディスクからの変換機能」「音楽CDの作成機能」「CDディスクのコピー機能」「ディスクの作成

機能」を使用することができません。製品版を購入することで、すべての機能を使用することができます。

本書をお読みいただく前に、必ず「設定ガイド」に従ってドライバ（ソ

フトウェア）のインストールを行ってください。

また、PodSoundRipper LEに関する詳しい使用方法については、

インストールした本ソフトのPDFマニュアルを参照してください。 最新の情報や詳細に関しては、下記URLを参照してください。

     ⇒  http://optmarket.jp/support/form.html

■Pod Sound Ripper LE 機能限定版について 

クリック
「ｘｘｘｘｘ－ライン入力］
［ｘｘｘｘｘ－マイク］

※「ｘｘｘｘｘ」の表示は、ご使用の
      パソコンにより異なります。

選 択

選 択

クリック

停止する場合は、［ 停止 ］をクリックしてください。
「iTunesライブラリに追加する」がチェックされている場合、録音終了後自動
的にiTunesが起動され、録音したデータがライブラリに追加されます。

引き続き音声を録音する場合は、［ ファイル名 ］を変更して再度［ 開始 ］を
クリックして、同様の手順で録音を繰り返してください。

音声入力できているか確認するには？
オーディオ機器と正しく接続されている場合、オーディオ機器から音声の入力があ

ると画面の『ビジュアライゼーションモニタ』が録音状況に応じて動きます。

（下図ビジュアライゼーションモニタは初期設定のものです。）

オーディオ機器側で再生しているにも関わらず波形が動かない場合は、下記の事

項を確認してください。

波形が動きます

・本製品とオーディオ機器は正しく接続されていますか？

・オーディオ機器の音量がゼロになっていませんか？

・オーディオ機器で音声の再生が停止していませんか？

・「キャプチャデバイス/ソース」は正しく選択していますか？

■ビジュアライゼーションモニタ表示例

MD

MD

レコード

レコード

ラジカセ

MD

レコード

ラジカセ

ラジカセ

MDレコード ラジカセ

［ iTunesライブラリに追加する ］にチェックを入れて［ ファイル名 ］をクリックし
て、録音データの保存先とファイル名を選択してください。

チェック

クリック

クリック

ファイル名を変更

クリック

オーディオ機器で再生される音をパ
ソコン側で聴くことはできません。
再生状態はモニタの波形で確認する
事が可能です。

活用ガイド
PodSoundRipper LE 編

オーディオL/R（RCA）⇔
3.5mmステレオミニプラグ
変換ケーブル（本製品同梱）

USBコネクタ

3.5mmステレオミニプラグ

USB

LINE IN

PC
パソコンのLINE INまたはマイク入力端子に接続します。



Pod Sound Ripperでは、録音した音声の編集が可能です。
詳しい編集方法については、ソフトウェア付属のPDFマニュアルを参照してください。

画面左のメニューから［オーディオの編集］を選択します。
波形編集画面が表示されます。

変換可能な

音 楽 フ ァ イ

ルは、WAV/MP3

/WMA/Oggのみと

なります。

「変換後にオリジナ

ルファイルを削除す

る」にチェックを入

れると、ファイル変

換後にオリジナル

ファイルは削除され

ます。

音 声 の 劣

化を防ぐに

は、出力設定の「サ

ンプルレート」を入

力したファイルと同

じ値に設定してく

ださい。

波形編集メニュー

波形編集メニュー（つづき）

変換メニュー

変換方法

■音量を上げる／音量を下げる

■イコライザの設定

■イコライザ／ノーマライズを適用する

音声を編集する（オーディオの編集）

音声の編集（波形編集画面）

便利な使い方

パソコンに保存されている複数の音声ファイルを、別のファイル形式に一括変換
保存することができます。

［ファイルの追加］をクリックし、変換する音楽ファイルを選択し［OK］をクリック
します。

ファイル変換時に、［ イコライザを適用する ］に印を付けて、［ 変換 ］
を押すと、イコライザの設定内容が反映されます。
また、［ノーマライズを適用する］に印を付けて、［ 変換 ］を押すと、全
てのファイルがノーマライズ処理されます。

［ イコライザ設定ボタン ］を押すと、イコライザ画面が表示されます。

この画面では、特定の周波数帯を変更することで、音質を変更する
ことができます。

変換後のデータを保存する場所を選択します。

音声データの変換（ファイルからの変換）

クリック

範囲指定した箇所の音量を上げる（下げる）ことができます。

編集範囲を指定して、編集ボタンを押してください。

例：音量を上げる場合

■ノーマライズ

範囲指定した箇所の音量を平均化することができます。

■フェードイン／フェードアウト

範囲指定した始点から終点へ音量を徐々に上げる（または、始点から終
点へ音量を徐々に上げる）ことができます。

■反転

範囲指定した波形を逆さにすることができます。

■リバース

操作方法

［ 外部機器からの録音 ］［ オーディ
オの編集 ］［ファイルからの変換］画
面で、『iTunesライブラリに追加する』
に印を付けると、録音または編集し
た音楽データをiTunes に転送するこ
とができます。

iTunesライブラリに追加する

範囲指定した部分を逆再生することができます。

■ミュート

範囲指定した箇所の無音にすることができます。

［新規作成］

［開く］

［保存］

［再生］

［一時停止］

［停止］

［録音］

［音量を上げる］

［音量を下げる］

［ミュート］

［ノーマライズ］

［ファイルの追加］

［ファイルの削除］

［上に移動］

［下に移動］

［コピー］

［切り取り］

［貼り付け］

［元に戻す／やり直す］

［反転］

［リバース］

［フェードアウト］

［フェードイン］

［拡大／縮小］

［初期画面］

編集画面を新規表示にします。
音楽ファイルがすでに開かれている場合編集内容は破棄して新規作成画面になります。

パソコンに保存されている音楽ファイルを選択して開くことができます。

編集した音楽ファイルを保存することができます。

波形編集画面で範囲指定した部分を切り取ることができます。

波形編集画面で範囲指定した部分をコピーすることができます。

波形編集画面で範囲指定して「切り取り」や「コピー」した箇所を指定した部分に貼り付
けることができます。

操作を間違った時など作業内容を一つ前の状態に戻すことができます。
また、元に戻す場合は必ず音楽を停止してから実行してください。音楽ファイル保存後は
編集内容を戻す事はできません。
または、元に戻した作業内容から一段階進めることができます。

波形編集画面で範囲指定した部分を拡大して表示することができます。
または、拡大した表示部分を一段階倍率を戻すことができます。

拡大した波形編集画面を通常の倍率に戻すことができます。

波形編集画面に表示されている音楽ファイルを再生することができます。

再生している音楽ファイルを一時停止することができます。

再生している音楽ファイルを停止し、曲の最初まで戻ることができます。

設定されている入力より録音を行うことができます。

［新規作成］

［開く］

［保存］

［切り取り］

［コピー］

［貼り付け］

［元に戻す］
［やり直し］

［拡大］
［縮小］

［初期画面］

［再生］

［一時停止］

［停止］

［録音］

編集する範囲をドラッグ

クリック

一定時間の録音を行う場合に設定
します。
ラジオボタンを選択し録音時間を入
力します。

［ 外部機器からの録音 ］画面で、
［ 設定 ］ボタンを押すと、クイック録
音またはスケジュール録音の設定
画面が表示されます。

クイック録音機能

日時を指定して録音開始/終了時間
を設定する事が可能です。ラジオな
どの予約録音などに便利です。

スケジュール録音機能

クリック

任意の音楽ファイルを変換リストに読み込みます。

選択した音楽ファイルをリストから削除します。

選択した音楽ファイルを上に移動します。

選択した音楽ファイルを上に移動します。

クリック

クリック

クリック

クリック

［ 変換 ］を押すと、リストに表示されているファイルを全て一括変換します。

複数の曲の音量をそろえる機能です。

選択した全てのファイルで再生時に適切なボリュームに変更する事ができます。

ノーマライズとは

変換するファイル形式を選択します。


